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学校救急看護活動における養護教諭と他者のコミュニケーション

の事例－養護教諭と他者とのコミュニケーションの過程・ステップからの分析－
： 養護教諭の主要な活動の一つ
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他者関係における救急事例の事実

、分析することにした。

象と方法： １）コミュニケーシ

究 ① 学校保健、学校看護、養

護教諭・救急処置関係の専門書の記載内容

② これまで収集した救急事例から事例に関

わっている他者、コミュニケーション過程とス

テップを分析した。

３ 結果： １）学校保健関係の専門書では内

山が「救急処置・看護事態のコミュニケーショ

ンの種類と構造」を述べている(2009)。その他、

救急看護とコミュニケーションについて述べ

てあるものはなかった。看護関係では病気を持

つ子どものコミュニケーションなど具体的記

述があった。２）救急事例の分析 （１）傷病

の程度が軽く養護教諭と本人のみの場合でも

養護教諭が問診や観察、どうするかコミュニケ

ーションを取りながら対応している。転んでち

ょっとした擦り傷等でも養護教諭は一方的に

黙ったまま判断や対応はしていない。（２）傷

病によっては休養や、帰宅、受診が必要なもの、

症状が急変して健康水準が低くなったもの、本

人の抱える問題の性質等により、他者が関係す

る場合はコミュニケーション過程やステップ

は複数になる。気分不良や軽度の打撲で保健室

で休養・観察する場合、関係者は本人、担任で、

ステップ１は養護教諭と本人、ステップ２は養

護教諭と担任、あるいは本人も交えて休養する

ことについてコミュニケーションをとってい

る。帰宅や受診が必要な場合はさらに保護者、

校長等の管理者、医療関係者等の他者が加わり、

ステップも多くなる。事例１ 小５ 男子 委

員会活動中 ライン引きをしていて石灰が目

に入る。診断名 右目角膜びらん。経過：養護

教諭は受診の必要性ありと判断する。本人も痛

みのため受診したい様子。校長・教頭は受診に

反対・学校から受診できなかった。最終的に保

護者が受診させるまでの過程で７ステップあ

った。事例２ 中学２ 女子 主訴 昨日来の

腹痛。痛みを我慢している。養護教諭は虫垂炎

を疑い、帰宅して受診を勧める。本人は母親に

迷惑をかけたくないため、学校から母親に連絡

することを拒否。学級担任、副担任、学年主任

が学校から直接受診させる対応をとった。 ス

テップは４。 ４ これからの課題： さら

に救急事例にそって養護教諭と他者のコミュ

ニケーションの内容を分析し、適切な救急看護

の判断、対応が出来るようにしたい。（連絡先

中村 朋子E-Mail nkmrtys@cd.wakwak.com)
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